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PTA親子ふれあい活動 から 

５月２０日(土)今年も、PTA 親子ふれあい活動として、

４つのコースに分かれ、立梅用水沿いの道をウォーキン

グしました。 

もうすっかり、初夏の陽気で木陰に入ると爽やかな風

を感じることができました。 

私たちは普段、車に乗ることが多く、ゆっくりと勢和

地域の自然に触れる機会があまりありません。子どもた

ちにとっても、草花や生き物に目を留めることは少なく

なっています。 

今年、私が一緒に歩かせてもらったのは「第３コース：

ゆとりの丘～朝柄方面立梅用水」です。このコースは涼しい木立の中をぬって歩く箇所が多く、歩き始める

と、用意してもらった「ネイチャービンゴ」の表はすぐに埋まるくらいたくさんの植物や生き物に出合うこ

とができました。 

 

 

 

ビンゴの課題はありましたが「何か面白いものないか

な・・・」と探しながら歩く時間は、本当に「ゆったり」

と過ぎていきました。 

ある子のお父さんが水田をのぞき込んで「ホウネンエビ

を久しぶりに見た！」と教えてくださったり、子ども達と

シダの茎で作った「ウマ？」で、ピョコタンピョコタン遊

んだりする場面もあり、最高のぶらぶら歩きができました。 

勢和の自然を親子で見つめなおす機会が、こんなふうに

１年に１回あってもいいなと改めて思いました。 

最後になりましたが、PTA の学年部の皆さん、準備や運

営を本当にありがとうございました。 

 

6 月の予定 

 

  

 

シュレーゲル 

アオガエル 

アワフキムシの 

たまご 

大きなホウノキの

葉からの木漏れ日 

淡竹（ハチク）の

タケノコ 

 

民家の畑には、

ネギボウズ 

アマガエルじゃな

いよ！ 

２日(金)自由参観日（午前）  防災学習、緊急時対応訓練（午後） 

    PTA 本部役員会 19:00  PTA 救急法講習会 19:00-20:00 全委員会 20:00      

９日(金)登校指導 1･2 年生は 14:00 時下校（2 日の振替） 

12 日(月)内科検診（4・5・6 年）委員会 

13 日(火)プール掃除 

19 日(月)プール水泳開始 下校指導 

30 日(金) ノーメディアデー 地区懇談会 

 

見上げれば・・・！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多気町では、通常の教育予算とは別に「特色ある学校づくり推進事業予算」として、各小中学校

に教育委員会より特別予算をいただいています。本校では主に SOCS の活動や環境教育・学力向

上にかかる様々な取り組みに予算を有効活用しています。新しい学校ホームページも、昨年度こ

の予算で作りました。ホームページでは、子どもたちの様子や学校行事・会議の時間、学校の決

まり、この「勢小便り」も掲載し、月に何度も更新しています。ホームページをこんなふうに工

夫したら・・・？というご意見がありましたら、ぜひお寄せください。 

ホームページURL  http://seiwasho.net/  スマートフォンで利用していた

だきやすいようにデザインされています。また、（「サファリ」から入っていただきま

すと左のようなマークを、スタート画面に張り付けることができて便利です。 

▽○■＊※□△◆△

□・・・？ 

隠れビビリの話！？ 
たぶん、ごくごく少数だとは思いますが、 

このつぶやきコーナーを「楽しみにしています」といってくださる方がいるそうで、社交辞令と知り

つつも、調子に乗って書いてしまっています。 

今回は・・・「実は子どものころ隠れビビリだった」の話です。 

教師になって、かれこれ三十数年、このことを人に話しても誰も信じてくれないのですが、私は

小学生の頃からずっと、人前で話をするのがとても苦手でした。たぶん小学校の時の幼なじみから

も、私の親ですら「そんなはずないやろ」といわれる気がしますが、本当に隠れビビリでした。 

一番苦手だったのが音読で、教室で先生にあてられて立って本を読んでいると緊張で足がガタ

ガタ震えてきます。そのうち、声が上ずって泣きそうな声になってくるのです。それが友達にばれ

ないように必死でごまかすことに神経を使っていました。子どもの頃、そんな自分がカッコ悪く見え

て嫌で嫌でかないませんでした。それは高校まで続きました。 

教員を目指す大学に入って「さすがに人前でしゃべれないと目指す職にはつけない」と思ったと

頃から、本当に一歩一歩、人前で話すことを自分に強いて今の職にたどりつきました。 

ビビリ克服の味方になってくれたのが、意外にもメガネでした。「メガネをかけると、人から本当

の自分は見られないから大丈夫。落ち着け落ち着け・・・」自分を催眠術にかけるごとく、この暗示

がちょっとだけ効いていいる間に、もう自分でも信じられないくらいのパフォーマンスを大勢の人

の前でやらなければならないように自分を追い込みました。 

「これできないと、飯食っていけねーぞ」という脅しを自分で自分にかけて、その繰り返しの経験

の中で、少しずつ人前でまともに話ができるようになってきたのです。 

子どもたちの中にも私とおんなじような子がけっこういます。隠れビビリに限らず、一人ひとりの

性格は違い、人生を生きていく上でそれが個性になることもあれば、克服すべき課題になることも

あるのです。 

大事なのは、変えようと真剣に思えば何とかなるということ。本当に変えることができます。だか

ら、子どもたちにはいっぱいの可能性があります。それは、親も教師も気づかないことも少なくあり

ません。 私と同じで、ビビリの子どもたち！頑張ろうぜ。 

 


